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講評 

 第 1 問は電気陰性度とイオン化エネルギー，電子親和力の関係，さらに結合エネルギーと反応熱に関する問題で

した。この問題は問 3 までは何とか解ける人も多かったと思いますが，問 4は電気陰性度と結合エネルギーの関係，

さらにはグラフから YZ の反応熱がほぼ 0 であることにも注意しなければいけない問題で，少し難しかったと思い

ます。 

 第 2 問は次亜塩素酸ナトリウムの酸化還元反応と塩の加水分解を使った pH の計算などで，半反応式が書ければ

問題なく解けたのではないでしょうか。 

 第 3 問は小問集合形式で，無機化学の知識や簡単な計算だったのでここは全て合わせておきたいところです。 

 第 4 問は元素分析と構造決定の問題で，問 2 の元素分析の計算は，あまりきれいな値が出なかったのでてこずっ

た人も多いかもしれません。問 3 は，(1)の構造式のベンゼン環を省略せずに書くことに注意すれば標準的な問題で

した。 

 第 5 問はセルロースに関する知識問題ですが，難しいものはなかったのでこれも合わせておきたいところです。 

 

 全体的には，第 1 問を除いて難易度的には標準～やや易しい程度だったと思われますが，第 1 問でつまずいた人

は，ペースが乱れて苦しんだかもしれません。第 1 問を後回しにして他の問題から解くのが正解でした。得点的に

は７～８割くらいは取りたいところです。 

 


